人生の最終段階における医療に対する在宅看護の役割 by 壬生 寿子 & 日當 ひとみ


























































































































































































































































































































の事前指示 （アドバンスディレクティブ : 
advance directive for medical care）」と呼ぶよう
になった11）。そして，1991年 12月連邦政府の
法律として「患者自己決定法」（Patient Self 









た13）。 また， 蘇生拒否指示（Do Not Resuscitate 
Order : DNR order）を事前に書面として作成











ラン : Advance Care Planning : ACP）の考え方
が発展してきた15）。「事前ケア計画」「患者の意
思決定支援計画」などと呼ばれている。生命倫









































































































































































34─    ─
八戸学院大学紀要　第 54号
ては敬遠されがちでもある。しかし今後，日本
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 8）　緒方あゆみ，終末期医療と刑法─生命維持
治療の差し控え・中止をめぐる問題を中心に
─，中京大学法科大学院 CHOKYO LAWYER, 
2014
